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表 紙 

 

写真左： 平成 25 年 10 月伊豆大島豪雨のよって発生した元町地区の斜面崩壊の現場（東京都大島町） 

（2013 年 10 月 17 日 静岡大学 牛山素行撮影） 

写真右：平成 26 年 2 月の大雪に見舞われた甲府駅前の様子（山梨県甲府市） 

（2014 年 2 月 16 日 山梨大学 秦康範撮影） 

 


